
富田林斎場・富田林霊園大規模改修基本計画【概要版】  

基本計画策定の経緯  

本市では、富田林斎場及び富田林霊園の改修及び運営に係る基本的な方針を、令和７年３月に策定した「富田林斎場・

富田林霊園 大規模改修基本構想（以下「基本構想」という。）」の中で公表しました。 

その後、同方針を速やかに実現し、市民の皆様に快適な公共施設を提供するために、建物や設備の劣化状況の確認や

コスト比較、民間事業者へのヒアリングなどの作業を経て施設の大規模改修やその後の運営に係る手法を検討するととも

に、霊園に係る市民アンケートを行うなど、市民の皆様のニーズの把握に努めてまいりました。 

この度、すべての利用者に快適な施設となることを目指し、基本構想策定後の検討結果を踏まえて、富田林斎場及び富

田林霊園の施設再整備に関する基本的な事項について整理した「富田林斎場・富田林霊園 大規模改修基本計画」を策

定しました。 

施設の現状  

●建物の現状 

両施設ともに、建築後 30 年以上が経過し老朽化が進行しています。そのため、劣化度調査を行いましたが建物の躯

体に重大な劣化箇所はありませんでした。 

●施設の利用状況 

富田林斎場は、火葬場の利用件数は増加傾向にありますが、葬儀室については利用率が低下しています。 

富田林霊園は新規使用許可が減少し、墓地の返還が急激に増加しています。 

ニーズ調査結果に基づく課題  

●富田林斎場 

課  題 ： 葬儀室の利用率低下 

対策（案） ： ①老朽化した施設を現代の葬儀形態（葬儀の簡素化）に合わせた改修の検討。 

②葬儀室の利用対象者を葬儀施設の少ない市外住民への拡大の検討。 

●富田林霊園 

課  題 ： 墓地需要の減少（特に従来型墓地） 

対策（案） ： ①永代管理型の墓地の検討。 

②交通利便性向上策の検討。 

1 



改修プランの検討  

●富田林斎場の改修プラン（想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●富田林霊園の改修プラン（想定） 

 

 

 

 

 

 

 

手法の検討  

タイプ 安置方法 想定体数 タイプ別単価 

A：即時合葬 最初から共同埋蔵 1,500 体 5.0 万円 

B：10 年安置 10 年間骨壺で個別に保管後、合葬 750 体 10.0 万円 

C：20 年安置 20 年間骨壺で個別に保管後、合葬 750 体 13.0 万円 

富田林霊園の健全な運営を維持するためにも、現代の墓地需要を満たし、使用者の増加に資する合葬墓につ

いて想定しました。 

２ 

富田林斎場の収支均衡を図るために、現代の葬儀需要に合致した小規模葬儀や待合環境の向上などに対応

する改修案を想定し、比較しました。 

【注意】 上記の概算費用は、本基本計画において具体的な検討を行うために積算した想定費用であり、今後の詳細な調査・

検討により費用額に変動が生じます。 



富田林斎場及び富田林霊園の改修・運営を行うために最も有効な手法について比較検討しました。 

 

 

今後の主な方針  

  

民間資本や民間のノウハウ活用の有効性やその方策を検討するために行った導入可能性調査では、富田林斎場

の小規模葬儀への対応や待合環境の向上、設備機器の入れ替えなどを想定しました。同じく、富田林霊園について

も合葬墓の設置を想定して、一体的に改修・維持・管理・運営を行った場合の従来方式、DBO 方式、PFI-RO 方

式について比較検討しました。 

その結果、DBO 方式では 6.6％、PFI-RO 方式では 4.0％の VFM が算出されました。特に、PFI-RO 方式に

ついては起債と交付税措置を活用することで 12.3％の VFM が算出されました。 

また、DBO 方式と比較して、PFI 事業では SPC との事業契約の一本化による責任所在の明確化や金融機関に

よる事業の監視・介入、長期包括契約による運営効率の最適化などメリットも多いため、大規模改修及び維持、管

理、運営に係る事業手法は「PFI-RO」方式が最適な事業手法であるとの結果が出ました。 

PFI 事業を採用することで施設整備に起債を活用し、約 20％の交付税措置が見込めることから、事業手法は

「PFI-RO 方式」とします。 

ただし、PFI 方式以外でも、施設整備に関する国の財政支援措置の活用可能性についても引き続き検討してま

いります。また、より精緻な比較を実施する為、各地方公共団体の改修実績等を参考に適正な施設整備費用の算

定を行います。 

 

３ 

※ PFI-RO 方式【交付税措置考慮】 地方公共団体が PFI 事業者に対し、施設整備費相当分を支出する場

合、当該負担額の２０％に対し交付税措置される分を考慮して算定しています。  

【注意】上記の VFM 算定結果は、統一的な条件を基に積算した結果を示しているものですので、今後の詳細

な調査・検討により結果に変動が生じます。 

 

金額単位：千円 



今後のスケジュール 

 

 

 

令和８年３月 策定 

富田林市市民人権部 環境衛生課 

令和８年
９月

•実施方針の公表

•要求水準書（案）の公表

令和９年

１月

•特定事業の選定、公表

•入札公告

令和9年

６月

•提案書受付

令和９年

７月

•最優秀提案者の選定

•基本協定締結

令和９年

８月

•仮契約締結

令和９年

１０月

•本契約締結

４ 

※1） 本計画は、策定時点における本市の方針を取りまとめたものであり、今後の検討において変更が生じる

ことがあります。 

※２） 本計画は令和７年度に実施した導入可能性調査の結果を基に作成しています。 

※３） 導入可能性調査は、民間活力の導入可能性を調査し、最適な事業手法を検討するために行ったもので

あり、同調査の中で想定した改修・運営等に関する方針やその概算費用等の数値は、決定したものでは

ありません。 


